
10年後の「おたる」を提案しよう

生涯学習（中心部）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

なし 総合、複合施設ができれば、後志管内からも全国からも人を呼び込める（競技会等）

なし ウォーキング兼のごみひろい　地域清掃隊の提案
なし 市民協働で美しい街づくりを
なし 市がすすめる元気体操拡大推進
なし 安く利用できる施設が欲しい（文化活動）
なし 町内会活動の活性化
なし 若者・お年寄りの交流の場
なし 町ごとの意見集約
なし 女性労働者の保育の場
中央 ナショナルトラストのような組織を作って保存・活用する
中央 知人を連れ自分で説明して歩く
中央 自分でできることを市民に広める 中央 市民有志で自発的に
山手 耐震化した総合体育館、市民会館、市役所の整備を

生涯学習（全域）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

塩谷 遺跡公園(整備）と農産物直売所の連携した地域興し
なし ゴミ問題は時間がかかるが小学生への教育を徹底する なし ゴミ問題　小学校の教員に子どもに徹底的にゴミを捨てないことを教える

なし きれいなゴミのない街づくりキャンペーン なし シルバー人材センターを活用
なし ツアーの充実　国、道の補助金取得へ　建物を利用した店舗　郷土愛　建物保存 なし 行政のノウハウを活用
なし 地域の歴史的建造物を紹介して住民の見学会企画 なし 行政担当者からの提案　町内会への案内
なし 季節による優れた景観地紹介　桜、夏、秋、雪 なし 観光ガイドさんたちと協力
なし 歴史的建造物人気投票の結果表示ベスト○○○とか なし 市民有志の会

参加条件等を検討して方策を探す　それくらい市役所等がやってもよいと思う。あとは暇に
なった老人がたくさんいるので、ほとんどボランティアでも管理できるよう募る。寄附、補
助金を集める。国内、海外の例を勉強せよ。市役所、民間

中央

○ 「歴史文化を活かしたまちづくり」に関して、「歴史的建造物の活用」策ということで、見学ツアーの充実や、地域の歴史的建造物を紹介して住民向けの

見学会を企画する、季節ごとに優れた景観地を紹介したり、人気投票の実施など、観光ガイドや行政担当者、町内会、市民の有志の会などが推進したら良い

のではないか。

○ 「市民全体で子育てするまちづくり」の具体策として、町内会を充実させることで、若者と高齢者の方が交流する場を増やし、働く女性への支援として、

仕事をしている間の子育てを高齢者の方に協力していただくというのが有効ではないか。

○ ゴミの問題は、ゴミを拾うだけではなく、花壇も充実するなど美しいまちづくりをしながらゴミをなくしていくというのが目指すべき姿である。

＜発表の概要＞

第３回のまとめ



10年後の「おたる」を提案しよう

市民福祉（中心部）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

なし 築港の団地　かもめ団地（高齢者専用団地） なし 引越し助成金など
なし 助成金（結婚、出産）
なし 海上自衛隊の助け（高齢者）市営で無料タクシーバス
中央 子供達がお年寄の昔の話を聞く　産業会館 中央 ＮＰＯ等
中央 商店街などで休けいスペースを設けて誰でも利用できるようにする 中央 老人に声かけをして外へ出て来てもらう。来れない人はボランが行く。

中央 コミュニティセンターの拡充（イベントの開催） 中央 ボランティアの活用（室内の遊び、運動）
なし ラジオ体操、ボランティア活動（臨海公園、手宮公園） なし イベント、お祭りみたい

市民福祉（全域）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

南小樽 高齢者専用団地 なし 廃校した小・中学校の活用
なし 除雪ロードヒーティングの充実
なし 家から商業施設までの送迎サービス（バス、タクシー）
なし 除雪の支援について
なし 除雪道路
なし 除雪機やロードヒーティング　屋根対策　融雪溝etcへ援助金
なし 暖房への支援
なし 除排雪道路
なし 老人施設と近所の保育園、幼稚園や小中学校、高校との交流

○ 子どもとお年寄りが交流する場があったらいい。子どもがお年寄りの体験や知恵を学び、お年寄りにとっても、刺激になって元気になる。

○ 年金で入れる老人施設が是非ほしい、ということが切実なこととしてある。

○ 高齢者の冬の生活支援、具体的には生活道路の除排雪、冬場の足。高齢ドライバーの事故が問題になっていることからも、バスやタクシーが

安価に、もしくは無料で、コミュニティバスのように回って、巡回できるシステムがあるといい。

＜発表の概要＞

第３回のまとめ



10年後の「おたる」を提案しよう

子育て支援

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

なし 中高生が魅力を感じるような
なし 空き家を利用して子育て中の方に貸す
なし 子育て環境が充実した職場（発熱など）
なし 空き家を車で入れる欲しい
なし 小樽を選ぶような強みがある
なし 経済的な負担を軽減
なし 給食無償化 なし 味のレベルＵＰ　食育に力を
中央 アクセスのいいところに保育園 中央 昔、子育てをしていた世代を活かして
中央 小樽駅周辺に保育所や支援センターがあったらいい
中央 ちょっとした不安を相談できる相手が
中央 交通アクセスの良い商店街空き店舗を活用した子育て支援サービス
なし １００円バス　ふれあいパスの子育てバージョン
南小樽 親子や兄弟で遊べる公園をなくすのではなく、いろいろな地域に増やしてほしい なし 子どもが遊べる場所
なし 既存の公園を安全に なし 年配者が公園の整備をしては
南小樽 ＩＣＵがある安心して出産できる環境 南小樽 産婦人科医が働きやすい環境（医師の確保）

○ 「10年後こんな『おたる』になってほしい」については、「子育てしながら働ける環境・社会」に一番票が集まった。

○ グループの話し合いで出た主な意見は、病院のことや、小さい子ばかりではなく中高生が遊べる環境、空き家の活用、おじいちゃんおばあちゃ

ん世代に子どもを見てもらって親世代は働きに出る、給食の無償化、食育に力を入れて、他のまちと差別化を図って、もっと小樽市に若い世代に

集まってもらおうなど。

＜発表の概要＞

第３回のまとめ



10年後の「おたる」を提案しよう

生活基盤

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

幸地区 札幌に通う者も多くなってきたため、早朝、夜遅い便を出してほしい

幸地区
バスを1本乗り遅れたら30分こない時があるので、便数を増やして欲しいです。帰りも学生が集中して乗
れないこともあり、困っています。

なし 自転車道を作る
なし 歩行者のための除排雪
なし 若年労働者の確保
なし 築４０年の市営団地ですが、引っ越しした住宅にはもう補充し入居させないとの住宅課のお話です。

なし 札樽間のＪＲの充実
なし 民泊
なし 民泊活用
なし 活用方法　山積している（民泊？費用等）
なし 中心部に新築　困難　財政
なし 空き家を市営住宅へ
なし 既存の古い老朽化している住宅はヤメる（こわす）
なし コミュニティーバスの活用
なし 人が少ないのでわからない
なし 利便性（乗る人、乗らない人）ふれいあぱすは今後どうするの？
なし 維持～経済面は（市と中央バスの関係性）
なし 乗車する人を増やす（人口減の問題あり）市民乗り合いバス（他市町村参考に）

なし 高齢者に伴い、スーパー食料品にバスを利用させてほしい　夕方マイクロバスでコープが売りに来る

○ 「バス路線の充実、良好なアクセス」に関して、バスは「非常に不便な所もある」という人も「あまり不便を感じていない」という人もいた。

不便を感じる人は、特に夜間などＪＲの札樽間の便数が減っていると感じており、産業振興や人口減少を防ぐためにもＪＲの本数は確保してほ

しい。また、バスの便数が少ないのでコミュニティバスや小さいバスで何とか対応できる方法を考える必要がある。

○ 「空き家の活用、市営住宅の充実」の具体策として、市営住宅を増やし、若い世代、特に札幌圏の人を集めたいが、ハコモノを作ると莫大な税金

が掛かるので、空き家を市営住宅にしたり、民泊に活用してはどうか。

＜発表の概要＞

第３回のまとめ



10年後の「おたる」を提案しよう

産業振興（１）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

なし 新幹線　新オタル駅の充実
なし 空き店舗利用
なし 借家の規制緩和？
なし 沖縄堺町の国際通りみたい
なし 小中学（廃校）の利用（無料）
なし 空きスペースの情報発信
なし 地元若者定着
なし 就職希望者（高校）への小樽企業の情報発信
なし 市場の活性化。集約して再生を図る。
なし 税金の優遇をする。人けん費を援助する。経済特区
なし 小樽移住者成功例の紹介（資金、業種、ネットワーク）
なし 港－外国貿易の活性化
なし 小樽ブランド業種の紹介（地元ネットワークetc）
なし 観光資源の発掘　ブラッシュアップ
なし 資金面の優遇強化
なし 中央バスの事業拡大　国道ぞいの本数を増やす。高速も停留所をつくる。
なし 起業家を育成するという面で、まず小樽にある企業、ない企業を知ってもらう→企業体験等にも力を

いれてみる

なし 在来のＪＲ線を便利に　エアポートを午後10時まで延長を
なし 起業したい人への支援の仕組　情報、場所
なし ふる里納税の改革

○ 「起業家を育て雇用を増やす」ため、企業を新しく作るときの敷地確保に空き地を利用するとか、資金面の補助、起業したい人たちに小樽に

どんな企業がある、ないなどの情報をまとめた本やホームページを作成して、小樽の企業について知ってもらって、起業家を育成すると良い。

○ 新幹線、JR、中央バスなど交通の充実や、空き家・空き地の活用として、お店や駐車場、何か植えるなど、皆さんが来られるようなものに

したい。

＜発表の概要＞

第３回のまとめ



10年後の「おたる」を提案しよう

産業振興（２）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

堺町通り 経済界が一体となって夜の営業に取り組んでいく 堺町通り 商工会議所が中心となり行政がサポート
堺町通り 企業誘致　観光と結びついた企業の誘致（問屋・工場など） なし 新しい考え方の市民と行政　チームワーク
長橋 未来型産業の誘致又は創業　ＩＴ、ＡＩ、ロボット、介護用品（長橋・塩谷地区） なし 基盤整備は市、企業誘致は市、民間、小樽出身者など小樽市一体となる

小樽駅前 長崎屋を廃止し、デパートを建設 なし 市のリーダーシップ

ウイングベイ
ウイングベイ内に水産の店（市場やかまぼこ、海鮮の店等）を入れ、観光のお客様を誘
致する なし 特命チーム

ウイングベイ シャッター街的　魅力がた落ち　家族ぐるみで楽しめる施設にする
ウイングベイ 空き店舗に若手起業家のチャレンジショップ＋高齢者住宅
ウイングベイ 市の助成とアドバイス
ウイングベイ 勝納ふ頭に水族館
ウイングベイ 人の流れ　アクセスの拡充
ウイングベイ ウイングベイ　有名ブランド出店
ウイングベイ 接客の徹底化
ウイングベイ ウイングベイに第2の市役所みたいなものを創る（分散or移転）
ウイングベイ 堺町通りとウイングベイを結ぶ手段（無料バス等）

なし 小樽版「特区」の検討　勉強中
なし 2日かかる観光ルート
なし ＩＴ系の企業と学校
なし 港の空きスペースを企業に安く　誘致
なし 「観光は水もの」流されない「小樽観光」

○ ウイングベイの活性化について、市役所をつくる、勝内埠頭に水族館を誘致、有名ブランドを入れるなど、人の流れを変えよう。

○ 企業誘致の話では、銭函に誘致すると、札幌に住んでしまうので、長橋が良い。

○ 「観光」については、運河周辺と堺町通りで日帰りが多く、夜の観光が充実していないので、2日間かけて小樽市内を巡るようなものを、築港駅

から水族館までをつなぐトロッコ列車で観光客がぐるっと回れるようにしてはどうか。

＜発表の概要＞

第３回のまとめ



10年後の「おたる」を提案しよう

環境保全（中心部）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）

地区 意見など 地区 意見など

小樽港 スポーツやフェスの定期的な開催と会場の設営 小樽港 市役所が中心となり商店街や市場の人々の出店や休憩所などを設営
中央 観光地の有料トイレ設置
中央 歴史的建造物などイベント（民間）に貸出する
山手 新しい観光スポット　船見坂を新たな観光コースに整備する
山手 小樽駅からの旭展望台へのアクセス

環境保全（全域）

黄色（何をするか） 桃色（誰が、どうやって）
地区 意見など 地区 意見など
祝津 海を埋め立て能舞台、美術館、博物館等 祝津 大学生、企業、官公庁　一体
祝津 マリンスポーツ、ヨット、ボートレースの復活

オタモイ オタモイ～赤岩海岸の遊歩道
銭函 張碓付近のＪＲの保全
銭函 張碓～銭函海岸線の観光コース 銭函 実行委員の有志が立上げ～市民参加へ呼びかける（地域連携）
銭函 ビーチウォーク散策路　小樽～札幌　星置川 銭函 星置川の防波堤は北海道にも整備してもらい散策できるようにする
銭函 海岸線の散策道 銭函 海岸線の整備　ボランティアで草刈り、ゴミ拾い
なし 永遠に住みやすい空気のきれいな小樽市 なし 小樽市は地震や災害の被害が少ない→本州のバックアップ施設
なし （行政）車の手配＋保険（ボランティア）ゴミの収集
なし 自然、環境、歴史を世代につなげる
銭函 都市計画の見直し　海岸線の規制解除
銭函 （ドリームビーチ）海岸線の規制解除（夏季限定でも）
銭函 海岸線のゴミ拾い
なし 市の中心から遠い場所にも大きめの公園を
山手 天狗山全体の見直し（観光整備）
南小樽 奥沢水源地の散策路

石狩湾新港 石狩河の観光船　積丹～小樽～石狩 石狩湾新港 観光船の周遊については石狩湾を囲む自治体で共同運営する
石狩湾新港 銭函工業団地の資源循環　道内オンリーワン処理 石狩湾新港 地元企業の活用
石狩湾新港 長期安定雇用　道内から調査点検、年訪問で地域活性化

○ 森林や海の環境を良くしていけば、観光名所も増える思うので、マリンスポーツを多くとか、海水浴場の環境整備を進めると良いのではないか。

○ 小樽はとにかく海と山。これから小樽を支えるのは多分銭函。今、銭函はサーファーが結構来ていて、駅前も変わっている。張碓から銭函に降りる

お客さんが増え、観光バスが停まり、張碓から夕方見る海は素晴らしいと評価されている。行政に頼るのでなく、私たちが知恵を貸して、若い人の力

を借りて、新しい未来づくりをやっていきたい。

＜発表の概要＞

第3回のまとめ


